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写真上段右＞来賓席　上段左＞３月28日に生まれた赤ちゃんに記念品を贈呈　中段＞祝辞を述べる橋本昌茨城県知事
下段右＞第２部アトラクションで演奏する関城吹奏楽団　下段左＞式典会場

　
７
月
３
日
、
下
館
総
合
体
育
館
（
上
平
塚
）

を
会
場
に
、
筑
西
市
誕
生
記
念
式
典
を
開
催
し

ま
し
た
。
茨
城
県
知
事
や
国
会
議
員
、
県
議
会

た
か
は
し

議
員
、
友
好
都
市
で
あ
る
岡
山
県
高
梁
市
か
ら

の
来
賓
や
近
隣
市
町
村
長
な
ど
の
招
待
者
を
は

じ
め
、
市
内
外
か
ら
約
１
０
０
０
人
が
参
加
し

筑
西
市
の
誕
生
を
祝
い
ま
し
た
。

　
古
宇
田
和
夫
助
役
の
開
式
あ
い
さ
つ
で
幕
を

開
け
た
式
典
で
は
、
ま
ず
冨
山
省
三
市
長
が
、

「
合
併
し
て
良
か
っ
た
と
市
民
が
実
感
で
き
る

よ
う
、
『
環
境
と
心
と
福
祉
を
大
切
に
し
た
生

活
先
進
都
市
』
建
設
を
目
指
し
、
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
し
、
誇
り
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
に
向
け
て
、
全
力
で
取
り
組
む
所
存
で

す
」
な
ど
と
式
辞
を
述
べ
、
続
い
て
箱
守
茂
樹

市
議
会
議
長
が
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
合
併
功

労
者
表
彰
と
市
長
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、

旧
４
市
町
の
市
長
・
町
長
に
総
務
大
臣
か
ら
の

表
彰
状
が
、
合
併
協
議
会
委
員
な
ど
に
市
長
か

ら
の
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
賓
祝
辞
で
は
、
総
務
大
臣
代
理
の
江
村
興

治
総
務
省
情
報
通
信
局
地
域
放
送
課
長
や
橋
本

昌
茨
城
県
知
事
、
赤
城
徳
彦
衆
議
院
議
員
、
狩

野
安
参
議
院
議
員
、
小
林
元
参
議
院
議
員
、
郡

司
彰
参
議
院
議
員
、
岡
田
広
参
議
院
議
員
な
ど

か
ら
祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
筑
西
市

と
同
じ
３
月
28
日
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
へ
の

記
念
品
贈
呈
と
市
内
７
中
学
校
の
生
徒
会
長
に

よ
る
市
の
未
来
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
表
を

行
い
、
大
木
均
収
入
役
に
よ
る
閉
式
の
こ
と
ば

で
第
１
部
が
終
了
。
第
２
部
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
関
城
吹
奏
楽
団
の
演
奏
が
披
露
さ

れ
、
式
典
に
花
を
添
え
ま
し
た
。



３ 筑西市誕生記念式典

下
館
市
・
関
城
町
・
明
野
町
・
協
和

町
合
併
協
議
会
委
員

　
落
合
　
勇
　
（
小
川
）

　
関
根
　
靜
子
（
岡
芹
）

　
高
橋
　
三
郎
（
小
林
）

　
木
村
　
久
男
（
丙
）

　
中
川
　
郁
夫
（
関
本
上
）

　
大
畑
マ
サ
江
（
西
保
末
）

　
塚
原
　
鉄
雄
（
辻
）

　
�
橋
　
邦
博
（
井
上
）

　
坪
松
　
亨
　
（
海
老
ヶ
島
）

　
廣
�
　
し
つ
（
海
老
ヶ
島
）

　
赤
城
　
猛
　
（
赤
浜
）

　
日
向
　
洋
一
（
鷺
島
）

　
稲
葉
　
昭
一
（
中
上
野
）

　
谷
島
　
久
男
（
柳
）

　
中
島
　
和
子
（
三
郷
）

　
児
島
宗
平
衛
（
小
栗
）

　
鈴
木
　
政
雄
（
知
行
）

下
館
市
・
関
城
町
・
明
野
町
・
協
和

町
合
併
協
議
会
監
査
委
員

　
渡
辺
　
�
　
（
稲
野
辺
）

　
植
木
　
正
明
（
関
本
肥
土
）

　
柴
　
　
　
　
（
山
王
堂
）

　
飯
村
　
市
郎
（
門
井
）

　
篠
原
　
正
雄
（
小
栗
）

新
市
名
称
名
付
け
親
大
賞
受
賞
者

　
須
藤
　
梢
　
（
関
本
中
）

市
章
デ
ザ
イ
ン
最
優
秀
賞
受
賞
者

　
鯨
井
　
祐
昌
（
宇
都
宮
市
）

市
町
村
合
併
推
進
団
体

　
同
友
ク
ラ
ブ

　大
塚
　
陸
斗
く
ん
（
下
中
山
）

お
母
さ
ん
か
ら
の
言
葉

「
こ
の
子
に
は
、
健
や
か
に
た
く
ま

し
く
育
ち
、
市
の
発
展
に
貢
献
で
き

る
よ
う
な
人
間
に
な
っ
て
欲
し
い
で

す
ね
。
筑
西
市
の
歩
み
と
時
を
同
じ

く
刻
む
こ
と
は
、
記
念
で
あ
り
嬉
し

い
こ
と
。
将
来
の
筑
西
市
に
は
、

ホ
ー
ル
な
ど
み
ん
な
が
集
う
こ
と
が

で
き
る
施
設
が
整
備
さ
れ
、
文
化
あ

ふ
れ
る
都
市
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
」

坂
入
　
夏
樹
く
ん
（
下
江
連
）

お
母
さ
ん
か
ら
の
言
葉

「
の
び
の
び
と
元
気
に
育
っ
て
欲
し

い
で
す
。
こ
の
子
が
成
人
す
る
こ
ろ

は
、
人
口
の
減
少
が
進
む
時
代
で
す

が
、
思
い
や
り
が
あ
っ
て
、
そ
の
時

代
に
望
ま
れ
る
人
に
な
っ
て
く
れ
れ

ば
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
将
来
の

筑
西
市
に
は
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
、
住
み
良
い
都
市
に
な
っ
て
欲
し

い
で
す
ね
」

　　　
冨
山
　
省
三
（
旧
下
館
市
長
）

　
齋
藤
　
和
夫
（
旧
関
城
町
長
）

　
古
宇
田
和
夫
（
旧
明
野
町
長
）

　
大
木
　
均
　
（
旧
協
和
町
長
）

　
去
る
３
月
28
日
に
、
大
き
な
夢
と
期
待
を
担
っ
て
、
新
市
『
筑
西
市
』
が

誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
本
日
、
そ
の
記
念
式
典
が
、
多
く
の
来
賓
な
ら
び
に

市
民
を
お
迎
え
し
て
盛
大
に
開
催
で
き
ま
す
こ
と
は
、
こ
の
う
え
な
い
喜
び

で
あ
り
、
全
て
の
市
民
に
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

 

『
筑
西
市
』
は
、
今
ま
さ
に
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

に
立
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
先
達
の
貴
重
な
知
恵

と
伝
統
、
誇
る
べ
き
文
化
的
財
産
や
自
然
遺
産
を
受
け
継
ぐ
と
と
も
に
、
今

必
要
な
種
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
、
こ
れ
を
蒔
き
置
き
な
が
ら
、
真
に
住
み

良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
、
私
の
大
き
な
使
命
で
あ
る
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
同
時
に
ま
た
、
筑
西
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
合
併
し
て
よ
か
っ
た
と
実
感

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
、
そ
し
て
、
『
人
と
自
然
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
共
生

文
化
都
市
』
と
『
環
境
と
心
と
福
祉
を
大
切
に
し
た
生
活
先
進
都
市
』
筑
西

市
の
建
設
を
目
指
し
、
市
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
し
、
誇
り
の
持
て
る

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
、
全
力
で
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
新
市
『
筑
西
市
』
の
門
出
は
、
ま
だ
ま
だ
克
服
す
べ
き
幾
多
の
課
題
を
抱

え
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
が
、
常
に
筑
西
市
と
し
て
の
一
体
感
を
醸
成
し

な
が
ら
、
様
々
な
課
題
を
一
つ
ひ
と
つ
確
実
に
克
服
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
新
し
い
都
市
『
筑
西
市
』
の
更
な
る
発
展
の
た
め
に
、
な
お

一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

総
務
大
臣
表
彰
（
合
併
功
労
者
表
彰)

市
長
感
謝
状

３
月
28
日
誕
生
者


